
共
同
研
究
の
経
過
と
概
要

小
倉
慈
司

1

一
　
期
間

　

　

二
〇
一
〇
年
四
月
〜
二
〇
一
三
年
三
月

二
　
共
同
研
究
メ
ン
バ
ー

　

安
部
聡
一
郞　

金
沢
大
学
歴
史
言
語
文
化
学
系　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市　
　

大
樹　

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　

犬
飼　

　

隆　

愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部

　

大
橋　

信
弥　

学
識
経
験
者

　

神
野
志
隆
光　

明
治
大
学
大
学
院

　

新
川
登
亀
男　

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院

　

関　
　

和
彦　

共
立
女
子
第
二
中
学
高
等
学
校

　

關
尾　

史
郎　

新
潟
大
学
人
文
社
会
・
教
育
科
学
系

　

高
橋　

一
樹　

武
蔵
大
学
人
文
学
部
（
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
本
館
研
究
部
・
准

教
授
）

　

田
中　

史
生　

関
東
学
院
大
学
経
済
学
部

　

寺
崎　

保
広　

奈
良
大
学
文
学
部

　

中
林　

隆
之　

新
潟
大
学
人
文
社
会
・
教
育
科
学
系

　

三
上　

喜
孝　

山
形
大
学
文
学
部

　

森
下　

章
司　

大
手
前
大
学
総
合
文
化
学
部

　

山
口　

英
男　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所

　

吉
岡　

眞
之　

学
識
経
験
者

　

李　
　

成
市　

早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院

◎
小
倉　

慈
司　

本
館
・
研
究
部
・
准
教
授

　

小
池　

淳
一　

本
館
・
研
究
部
・
教
授

　

高
田　

寛
太　

本
館
・
研
究
部
・
准
教
授

　

永
嶋　

正
春　

本
館
・
研
究
部
・
教
授

○
仁
藤　

敦
史　

本
館
・
研
究
部
・
教
授

　

平
川　

　

南　

本
館
・
館
長

﹇
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
﹈

　

二
〇
一
〇
〜
一
一
年
度 

：
高
木　

理　

早
稲
田
大
学
・
大
学
院
生

　

二
〇
一
二
年
度 

 

：
大
髙
広
和　

東
京
大
学
・
大
学
院
生

三
　
目
的

　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
正
倉
院
文
書
の
複
製
事
業

に
取
り
組
む
と
と
も
に
全
国
各
地
の
木
簡
・
漆
紙
文
書
・
墨
書
土
器
・
銅
印
な
ど
出
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土
文
字
資
料
の
調
査
研
究
お
よ
び
そ
の
体
系
化
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
近
年
で
は
、

早
稲
田
大
学
朝
鮮
文
化
研
究
所
と
共
同
し
て
韓
国
内
の
木
簡
・
石
碑
の
調
査
を
実
施

し
、
多
く
の
研
究
成
果
を
挙
げ
て
き
て
い
る
。
本
研
究
は
、
そ
れ
ら
の
研
究
蓄
積
を

踏
ま
え
、
そ
の
総
合
化
を
図
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
未
着
手
で
あ
っ
た
文
字
資
料

の
実
物
・
画
像
デ
ー
タ
に
よ
る
調
査
研
究
も
実
施
し
、
広
く
東
ア
ジ
ア
世
界
を
見
通

し
て
、古
代
に
お
け
る
文
字
文
化
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

具
体
的
な
課
題
と
し
て
は
、
書
写
材
料
と
し
て
の
竹
・
木
・
紙
・
石
・
金
属
の
使

い
分
け
の
問
題
、
古
代
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
に
お
け
る
文
字
資
料
の
記
載
様
式
・
内

容
の
比
較
検
討
、
文
法
・
発
音
な
ど
字
音
表
記
の
国
語
学
的
分
析
に
よ
る
古
代
朝
鮮

の
複
雑
な
実
態
と
そ
の
影
響
を
受
け
た
古
代
日
本
の
実
態
の
解
明
、
文
字
文
化
の
伝

播
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
仏
教
・
儒
教
・
道
教
・
呪
術
な
ど
の
宗
教
的
要
素
の

解
明
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
古
代
史
学
・
考
古
学
・
国
語
国
文
学
・
民
俗
学
な
ど
を
踏
ま
え
た
幅

広
い
視
点
か
ら
日
・
中
・
韓
の
文
字
資
料
を
比
較
検
討
し
、
東
ア
ジ
ア
全
体
の
視
点

か
ら
見
た
新
し
い
古
代
文
字
文
化
の
受
容
過
程
、
文
字
文
化
形
成
過
程
の
実
態
を
解

明
す
る
。

四
　
共
同
研
究
の
研
究
経
過

二
〇
一
〇
年
度

　

第
一
回
研
究
会　

六
月
一
二
日
（
土
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　

平
川　

南　

共
同
研
究
計
画
の
概
要
説
明

　
　
　

本
共
同
研
究
の
研
究
計
画
の
検
討
・
確
認
を
行
う
。

　

第
一
回
調
査　

八
月
二
日
（
月
）〜
五
日
（
木
）
韓
国
羅
州
市
・
ソ
ウ
ル
市

　

韓
国
羅
州
文
化
財
研
究
所
お
よ
び
国
立
中
央
博
物
館
に
て
羅
州
伏
岩
里
遺

跡
出
土
百
済
木
簡
お
よ
び
南
山
新
城
碑
碑
文
等
の
調
査
を
実
施
。

　

第
二
回
調
査　

九
月
八
日
（
水
）〜
一
二
日
（
日
）
韓
国
ソ
ウ
ル
市
・
慶
州
市

　

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
・
国
立
慶
州
博
物
館
・
国
立
慶
州
文
化
財
研
究
所
に

て
所
蔵
・
展
示
中
文
字
資
料
の
調
査
を
実
施
。
伝
仁
容
寺
址
遺
跡
・
月
城
垓
子
、

風
納
土
城
等
漢
城
期
百
済
関
連
遺
跡
の
現
地
調
査
を
実
施
。

　

第
二
回
研
究
会　

一
〇
月
三
〇
日
（
土
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　
　

武
井
紀
子　
「
慶
州
雁
鴨
池
出
土
文
字
資
料 

調
査
報
告
」

三
上
喜
孝　
「
日
韓
出
土
の
「
龍
王
」
関
係
文
字
資
料
―
資
料
紹
介
と
若
干
の

検
討
」

　
　

李　

成
市　
「
韓
日
古
代
社
会
に
お
け
る
羅
州
伏
岩
里
木
簡
の
位
置
」

　
　

平
川　

南　
「
日
本
古
代
の
地
方
木
簡
と
羅
州
木
簡
」

第
一
回
・
第
二
回
調
査
の
結
果
報
告
お
よ
び
そ
の
検
討
。

　

第
三
回
調
査
・
第
三
回
研
究
会　

一
一
月
二
八
日
（
日
）
飛
鳥
資
料
館

　

秋
季
特
別
展
「
木
簡
黎
明
―
飛
鳥
に
集
う
い
に
し
え
の
文
字
た
ち
」
展
示

中
の
七
世
紀
木
簡
に
つ
い
て
調
査
、
あ
わ
せ
て
検
討
会
を
実
施
。

第
四
回
調
査
・
第
四
回
研
究
会　

三
月
二
六
日
（
土
）〜
二
七
日
（
日
）

大
津
市
超
明
寺
・
安
土
城
考
古
博
物
館

　

大
津
市
超
明
寺
に
て
養
老
元
年
碑
を
調
査
、
安
土
城
考
古
博
物
館
に
て
滋
賀

県
内
出
土
の
古
代
印
・
木
簡
・
文
字
瓦
等
を
調
査
、
引
き
続
き
検
討
会
・
研
究

会
を
実
施
。

橋
本　

繁　
「
韓
国
扶
余
旧
衙
里
遺
跡
出
土
古
代
木
簡
に
つ
い
て
」

平
川　

南　
「
秋
田
由
利
本
荘
市
出
土
古
代
印
に
つ
い
て
」

二
〇
一
一
年
度

第
一
回
調
査
・
第
一
回
研
究
会　

八
月
二
九
日
（
月
）〜
三
一
日
（
水
）

福
岡
県
久
留
米
市
・
小
郡
市
等

　

久
留
米
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
九
州
歴
史
資
料
館
、
大
野
城
市
教
育

委
員
会
、
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館
に
お
い
て
、
筑
後
国
府
跡
・
ヘ
ボ
ノ

木
遺
跡
等
出
土
墨
書
刻
書
土
器
、
大
宰
府
史
跡
・
井
上
薬
師
堂
遺
跡
等
出
土

木
簡
、
牛
頸
ハ
セ
ム
シ
古
窯
群
出
土
刻
書
土
器
、
大
野
城
市
内
出
土
木
簡
・
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墨
書
刻
書
土
器
、
国
分
松
本
遺
跡
・
大
宰
府
条
坊
跡
・
宮
ノ
本
遺
跡
等
出
土

木
簡
・
墨
書
刻
書
土
器
の
調
査
を
行
い
、
調
査
終
了
後
、
検
討
会
を
開
催
し

た
。
九
州
歴
史
資
料
館
に
て
熊
本
市
二
本
木
遺
跡
出
土
の
出
土
印
・
刻
書
土
器
、

お
よ
び
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館
で
筑
紫
野
市
出
土
墨
書
刻
書
土
器
の
調

査
も
行
っ
た
。

第
二
回
調
査
・
講
演
会　

一
〇
月
一
二
日（
水
）〜
一
五
日（
土
）
韓
国
ソ
ウ
ル
市

　

韓
国
国
立
中
央
博
物
館
に
て
開
催
の
特
別
展
示
「
文
字
、
そ
れ
以
後
―
韓
国

古
代
文
字
展
」
に
出
陳
さ
れ
た
韓
国
内
の
主
だ
っ
た
文
字
資
料
の
調
査
・
検
討

を
行
っ
た
。
ま
た
一
四
日
、
同
館
に
て
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
講
演
・
報

告
を
行
う
。
講
演
・
報
告
お
よ
び
題
目
は
以
下
の
通
り
。

平
川　

南　
「
古
代
韓
国
と
日
本
の
文
字
文
化
交
流
」

朴　

方
龍
（
中
央
博
考
古
歴
史
部
長
）

「
韓
国
古
代
築
城
金
石
文
の
特
性
」

李　

成
市　
「
新
羅
浦
項
中
城
里
碑
に
み
る
６
世
紀
新
羅
碑
の
特
質
」

三
上
喜
孝　
「「
龍
王
」
銘
木
簡
と
古
代
東
ア
ジ
ア
世
界 

―
韓
日
出
土
木
簡
研

究
の
新
展
開
―
」

朴　

仲
煥
（
韓
国
金
海
博
物
館
学
芸
研
究
室
長
）　

「
出
土
文
字
資
料
に
表
示
さ
れ
る
人
名
表
記
方
法
―
百
済
資
料
を

中
心
と
し
て
―
」

李　

鎔
賢
（
中
央
博
学
芸
研
究
士
）

「
佐
波
理
加
盤
付
属
文
書
の
検
討
」

な
お
同
展
示
の
準
備
に
際
し
て
、
種
々
協
力
を
行
っ
た
。

　

第
三
回
調
査　

一
二
月
二
三
日（
金
）〜
二
七
日（
火
）
中
国
湖
南
省

　

同
省
長
沙
簡
牘
博
物
館
・
湖
南
省
博
物
館
に
お
い
て
長
沙
走
馬
楼
簡
牘
の

予
備
調
査
を
行
っ
た
。

　

第
三
回
研
究
会　

三
月
一
〇
日
（
土
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

　

今
年
度
の
実
施
事
業
報
告
お
よ
び
来
年
度
計
画
の
検
討
、
ま
た
第
二
回
・
第

三
回
調
査
の
報
告
等
を
行
っ
た
。

橋
本　

繁　
「
韓
国
中
央
博
物
館
特
別
展
調
査
成
果
―
新
羅
碑
文
の
役
名
・
職

名
を
中
心
に
」

武
井
紀
子　
「
二
〇
一
一
年
一
二
月
長
沙
走
馬
楼
呉
簡
の
調
査
報
告
」

李　

成
市　
「
祢
軍
墓
誌
研
究
の
た
め
に
」

平
川　

南　
「
扶
余
・
東
南
里
遺
跡
出
土
木
簡
」

　
　

こ
の
他
、
写
真
資
料
の
画
像
デ
ー
タ
化
を
継
続
し
て
行
っ
た
。　

二
〇
一
二
年
度

　

第
一
回
研
究
会　

六
月
二
日
（
土
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

橋
本　

繁　
「
高
麗
沈
没
船
木
簡
・
竹
札
に
つ
い
て
」

小
倉
慈
司　
「
藤
貞
幹
と
古
代
朝
鮮
研
究
」

武
井
紀
子　
「
兵
庫
県　

吉
田
南
遺
跡
出
土
木
簡
に
つ
い
て
」

　

第
一
回
調
査　

八
月
五
日（
日
）〜
九
日（
木
）
韓
国
昌
原
市
・
木
浦
市
等

　

韓
国
国
立
加
耶
文
化
財
研
究
所
に
て
城
山
山
城
木
簡
を
調
査
し
、
ま
た
城
山

山
城
発
掘
現
場
踏
査
を
行
う
。
つ
い
で
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
に
て
高
麗
沈

没
船
木
簡
・
竹
札
を
調
査
。

　

第
二
回
研
究
会　

一
〇
月
二
八
日
（
日
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

武
井
紀
子　
「
城
山
山
城
木
簡　

二
〇
一
二
年
八
月
調
査
に
つ
い
て
」

橋
本　

繁　
「
高
麗
沈
没
船
木
簡
・
竹
札
の
調
査
成
果
」

企
画
展
示
構
成
素
案
の
検
討

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ

　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
古
代
日
本
と
古
代
朝
鮮
の
文
字
文
化
交
流
」

　

一
二
月
一
五
日（
土
）〜
一
六
日（
日
）
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
（
朝
日
新
聞
社
後
援
）

基
調
講
演　

金　

英
媛
（
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
長
）

「
新
安
海
底
沈
没
船
の
陶
磁
器
と
木
簡
」

　
　
　

研
究
報
告　

林　

敬
煕
（
韓
国
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
）
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「
高
麗
沈
没
船
貨
物
票
木
簡
」

市　

大
樹　
「
都
の
中
の
文
字
文
化
」

三
上
喜
孝　
「
古
代
地
方
社
会
と
文
字
文
化
」

梁　

淑
子
（
韓
国
国
立
扶
余
文
化
財
研
究
所
）

「
咸
安
城
山
山
城
の
発
掘
調
査
と
出
土
木
簡
」

李　

鎔
賢
（
韓
国
国
立
春
川
博
物
館
）

「
近
年
発
見
さ
れ
た
韓
国
古
代
文
字
資
料
の
概
要
」

犬
飼　

隆　
「
古
代
日
朝
に
お
け
る
言
語
表
記
」

山
口
英
男　
「
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
文
字
の
世
界
」

李　

成
市　
「
古
代
日
朝
文
化
交
流
」

　
　
　

全
体
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

司
会　

平
川　

南

パ
ネ
リ
ス
ト　

宋　

義
政
（
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
）

神
野
志
隆
光

　

第
二
回
調
査　

一
二
月
一
九
日
（
水
）〜
二
一
日
（
金
）
太
宰
府
市
・
福
岡
市

　

太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館
に
て
国
分
松
本
遺
跡
出
土
木
簡
を
調
査
。

　

福
岡
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
に
て
元
岡
遺
跡
出
土
木
簡
、
元
岡
G
六
号

墳
出
土
大
刀
、
鴻
臚
館
出
土
木
簡
を
調
査
。

　

第
三
回
研
究
会　

二
月
一
一
日
（
月
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

田
中
史
生　

第
二
回
調
査
報
告

歴
博
所
蔵
資
料
見
学
（
木
簡
複
製
品
、
水
木
資
料
中
の
題
籤
軸
等
）

企
画
展
示
に
つ
い
て
の
検
討
。

　

以
上
の
他
、
三
か
年
を
通
じ
、
長
年
行
っ
て
き
た
発
掘
直
後
の
出
土
文
字
資
料
調

査
に
際
し
て
撮
影
し
て
き
た
写
真
資
料
を
整
理
し
、
あ
わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル
画
像
化
を

進
め
た
。　

五
　
研
究
成
果

　

本
研
究
は
こ
れ
ま
で
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
い
て
進
め
て
き
た
古
代
文
字
文

化
研
究
を
、
近
年
の
研
究
調
査
や
学
界
を
取
り
巻
く
環
境
の
進
展
を
踏
ま
え
、
広
く

東
ア
ジ
ア
世
界
を
見
通
し
て
そ
の
総
合
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
始
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

当
初
の
課
題
を
大
き
く
分
け
れ
ば
、
地
域
と
し
て
中
国
・
朝
鮮
半
島
・
日
本
列
島
、

社
会
と
し
て
都
・
中
央
と
地
方
社
会
、
時
期
と
し
て
受
容
期
（
日
本
列
島
で
は
主
と

し
て
七
世
紀
以
前
）
と
発
展
期
（
日
本
列
島
で
は
主
と
し
て
八
世
紀
以
降
）
な
ど
が

あ
り
、
具
体
的
テ
ー
マ
と
し
て
書
写
材
料
や
字
音
表
記
、
宗
教
的
要
素
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
中
国
地
域
に
関
し
て
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
三
年
の
間
に

は
充
分
に
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
。
し
か

し
そ
の
一
方
で
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
よ
う
に
新
資
料
の
発
見
や
調
査
の

機
会
に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
当
初
想
定
し
て
い
た
以
上
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
地
方
社
会
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
東
北
地
域
の
検
討
も
予
定
し
て

い
た
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
九
州
地
域
の
調
査
に
力
を
注
ぐ
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
も
結
果
と
し
て
、
福
岡
県
に
て
新
資
料
の
出
土
発
見
が
続
い
た
た
め
、
そ
れ
ら

の
調
査
に
充
分
な
時
間
を
割
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
当

初
の
予
定
通
り
に
研
究
が
進
め
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
以
下
、
具
体
的
に
記
述
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　

一
年
目
は
二
度
の
海
外
調
査
を
含
む
四
度
に
わ
た
る
資
料
調
査
と
研
究
会
（
館
内

二
回
、
館
外
二
回
）
を
四
回
実
施
し
た
。
第
一
回
の
海
外
調
査
で
は
、
韓
国
羅
州
文

化
財
研
究
所
お
よ
び
国
立
中
央
博
物
館
に
て
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
出
土
百
済
木
簡
お
よ

び
南
山
新
城
碑
碑
文
等
の
調
査
を
実
施
し
た
。
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
出
土
百
済
木
簡
は

韓
国
で
初
の
地
方
官
衙
出
土
木
簡
で
あ
り
、
こ
れ
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
七

世
紀
初
頭
の
百
済
に
お
け
る
地
方
文
書
行
政
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
同
木
簡
は
韓
国
出
土
の
地
方
木
簡
を
分
析
す
る
上
で
の
指
針
と
な
る
も

の
で
も
あ
る
。
第
二
回
の
海
外
調
査
で
は
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
・
国
立
慶
州
博

物
館
・
国
立
慶
州
文
化
財
研
究
所
に
て
所
蔵
・
展
示
中
文
字
資
料
の
調
査
、
ま
た
伝

仁
容
寺
址
遺
跡
・
月
城
垓
子
、
風
納
土
城
等
漢
城
期
百
済
関
連
遺
跡
の
現
地
調
査
を
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実
施
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
新
羅
に
お
い
て
も
龍
王
祭
祀
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
、
雁
鴨
池
出
土
の
刻
書
土
器
に
見
え
る
「
辛
審
龍
王
」「
龍
王
辛
」
等
の
記

載
は
東
宮
官
の
官
司
の
一
つ
で
あ
る
「
龍
王
典
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
審
」

は
刻
し
た
工
人
が
「
番
」
を
誤
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
。

木
簡
に
比
し
墨
書
土
器
や
刻
書
土
器
は
韓
国
で
は
ま
だ
充
分
な
研
究
対
象
と
な
っ
て

お
ら
ず
、
今
後
、
古
代
日
本
と
比
較
し
つ
つ
検
討
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
国
内
で
は
、
飛
鳥
資
料
館
に
て
秋
季
特
別
展
「
木
簡
黎
明
―
飛
鳥
に
集
う
い
に

し
え
の
文
字
た
ち
」
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
利
用
し
て
七
世
紀
木
簡
を
ま
と
め
て
調

査
、
釈
文
を
再
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
渡
来
人
が
多
く
居
住
し
文
字
文
化

が
地
域
社
会
に
早
期
に
浸
透
し
て
い
た
近
江
国
地
域
の
出
土
文
字
資
料
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
真
偽
に
つ
い
て
議
論
の
あ
る
超
明
寺
養
老
元
年
碑
の
検
討
も

お
こ
な
っ
た
。

　

二
年
目
は
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
に
て
開
催
の
特
別
展
示
「
文
字
、
そ
れ
以
後
―

韓
国
古
代
文
字
展
」
に
展
示
協
力
を
お
こ
な
い
、
同
展
示
を
利
用
し
て
出
陳
文
字
資

料
の
調
査
を
実
施
、
さ
ら
に
同
館
に
て
開
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
平
川
南
、
李
成

市
、
三
上
喜
孝
の
三
氏
が
講
演
・
報
告
を
お
こ
な
い
、
韓
国
の
学
界
に
対
し
て
広
く

研
究
成
果
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
中
国
湖
南
省
長
沙
簡
牘
博
物
館
・
湖

南
省
博
物
館
に
お
い
て
長
沙
走
馬
楼
簡
牘
の
予
備
調
査
を
実
施
し
、
簡
牘
の
保
管
状

況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
木
簡
と
木
牘
の
使
い
分
け
な
ど
今
後
の
検
討
課
題
を
抽
出

し
た
。
国
内
で
は
久
留
米
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
九
州
歴
史
資
料
館
、
大
野
城

市
教
育
委
員
会
、
太
宰
府
市
文
化
ふ
れ
あ
い
館
に
お
い
て
、
筑
後
国
府
跡
・
ヘ
ボ
ノ

木
遺
跡
等
出
土
墨
書
刻
書
土
器
、
大
宰
府
史
跡
・
井
上
薬
師
堂
遺
跡
等
出
土
木
簡
、

牛
頸
ハ
セ
ム
シ
古
窯
群
出
土
刻
書
土
器
、
大
野
城
市
内
出
土
木
簡
・
墨
書
刻
書
土
器
、

国
分
松
本
遺
跡
・
大
宰
府
条
坊
跡
・
宮
ノ
本
遺
跡
等
出
土
木
簡
・
墨
書
刻
書
土
器
等

の
調
査
を
実
施
し
た
。

　

三
年
目
に
つ
い
て
は
中
国
走
馬
楼
呉
簡
の
調
査
の
本
格
的
な
開
始
が
諸
事
情
に
よ

り
実
施
困
難
と
な
る
一
方
で
、
韓
国
国
立
海
洋
文
化
財
研
究
所
に
て
調
査
を
進
め
て

い
る
高
麗
沈
没
船
木
簡
の
調
査
が
幸
い
に
可
能
と
な
り
、
発
掘
が
進
ん
で
い
る
城
山

山
城
の
木
簡
と
あ
わ
せ
て
調
査
を
実
施
し
、韓
国
に
お
け
る
最
初
期
（
六
世
紀
半
ば
）

の
木
簡
と
中
世
の
木
簡
と
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
国
内
で
は
元
岡
G

六
号
墳
出
土
大
刀
に
続
き
、
太
宰
府
市
国
分
松
本
遺
跡
の
「
戸
籍
」
木
簡
が
出
土
公

表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
鴻
臚
館
出
土
木
簡
等
も
含
め
て
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

さ
ら
に
今
年
度
は
共
同
研
究
の
最
終
年
度
お
よ
び
連
動
す
る
五
年
間
の
科
研
の
三

年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
成
果
報
告
と
し
て
一
二
月
に
都
内
に
お
い
て
二
日
間
に

わ
た
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
延
べ
七
八
三
人
の
参
加
者
を
得
た
。
同
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
韓
国
国
立
文
化
財
研
究
所
長
お
よ
び
高
麗
沈
没
船
木
簡
や
城
山
山

城
の
発
掘
調
査
担
当
者
等
を
招
聘
し
て
研
究
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
本
共
同
研
究
の

成
果
の
一
端
を
広
く
一
般
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
歴
博
に
て
収
集
し
て
き
た
発
掘
直
後
の
出
土
文
字
資
料
写
真
の
画
像
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
に
つ
い
て
は
、
共
同
研
究
と
連
動
す
る
科
研
が
五
年
間
で
あ
る
た

め
、
共
同
研
究
終
了
後
も
加
え
た
四
か
年
計
画
で
の
作
業
を
予
定
し
て
い
る
が
、
今

年
度
ま
で
に
全
体
の
分
量
の
約
三
分
の
二
ま
で
終
了
し
た
。

　

以
上
、
三
年
間
に
わ
た
る
研
究
成
果
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
・
研

究
に
お
い
て
は
メ
ン
バ
ー
以
外
に
出
土
資
料
所
蔵
機
関
関
係
者
、遺
跡
発
掘
担
当
者
、

古
代
史
研
究
者
、
補
助
業
務
従
事
の
大
学
院
生
等
も
加
わ
り
、
多
大
な
御
協
力
を
得

た
こ
と
を
こ
こ
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
三
年
間
の
共
同
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
本
特

集
号
に
加
え
て
、
二
〇
一
四
年
秋
に
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
研
究
「
正
倉
院
文
書

の
高
度
情
報
化
研
究
」
と
も
協
力
し
、
ま
た
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
・
韓
国
国
立
文

化
財
研
究
所
の
協
力
を
得
て
、
企
画
展
示
「
文
字
が
つ
な
ぐ
―
古
代
の
日
本
列
島
と

朝
鮮
半
島
」
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。
同
展
示
で
は
、
日
本
列
島
と
朝
鮮
半
島
と

の
文
字
文
化
交
流
に
焦
点
を
当
て
、
1
．文
字
の
権
威
と
支
配
、
2
．文
字
と
信
仰
、

3
．学
問
も
含
め
た
生
活
文
化
、
4
．文
字
を
受
容
し
使
い
こ
な
す
に
あ
た
っ
て
の
努
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力
、
5
．八
世
紀
以
降
、
中
国
大
陸
か
ら
の
直
接
的
影
響
が
強
ま
る
な
か
で
の
日
本

列
島
と
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
、
に
重
点
を
置
き
、
か
つ
文
字
文
化
交
流
の
背
後
に
存

在
す
る
人
的
交
流
、
ま
た
近
年
、
韓
国
で
調
査
研
究
が
進
ん
で
い
る
高
麗
沈
没
船
出

土
中
世
木
簡
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
予
定
で
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
二
〇
一
四
年

一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
名
古
屋
市
博
物
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
特
別
展
「
文
字

の
チ
カ
ラ
―
古
代
東
海
の
文
字
世
界
―
」
へ
も
協
力
を
行
な
っ
て
い
る
。
出
土
文
字

資
料
画
像
に
つ
い
て
は
、企
画
展
示
に
お
い
て
活
用
す
る
他
、二
〇
一
五
年
度
に
ネ
ッ

ト
に
て
公
開
す
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

最
後
に
、
本
特
集
号
も
含
め
た
以
上
の
研
究
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研

究（
A
）「
古
代
に
お
け
る
文
字
文
化
形
成
過
程
の
総
合
的
研
究
」（
平
川
南
代
表
）

22242021

の
成
果
で
も
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）




